
取扱説明書

番号 ： SE-20025-4
発行 ： 2025 8 31

パール スイベルジョイント

SRK/SSHシリーズ

この取扱説明書は、型式がSRK, SSHで始まる製品が対象です。
（接続がフランジの製品、溶接が必要な製品、可動パイプラインは除きます。）

パール‐Pearl は、㈱昭和技研工業製品の商品名です。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取扱

い方が記載されています。製品を安全にお使いいただくため、製品の使

用前に必ずお読みいただき、良く理解してください。また、いつでも参照

できるよう大切に保管してください。
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製品に貼られている銘板には、機種名、製造番号、製造年月が記されています。

1. 銘板の見方（銘板の情報）

2. 安全のために

2‐1）図記号について

この取扱説明書で使われている図記号に関する情報です。

この表示の指示を守らないと、死亡や大けがなどを伴う人身事故の

原因となることがあります。

この表示の指示を守らないと、けがをしたり周辺の設備に損害を与え

る事故の原因となることがあります。

この表示の指示を守らないと、製品寿命が短くなったり製品の破損や

早期漏れの原因となることがあります。

この表示は、『禁止されていること』を示しています。

2‐2）安全にお使いいただくために
1. 製品の運搬、保管、取付け、配管、運転、保守などは、専門知識のある経験者が行ってください。

2. 各章に記載されている警告、注意、指示を必ずお守りください。

3. 分解や改造は危険ですので止めてください。

分解後に再組み立てされた製品および改造品を使っての不具合や事故およびその結

果に当社は責任を持ちません。また、分解後の再組立て品や改造品は保証期間内であっても

製品保証を受けることができません。ご自身で修理をした場合も同様です。

4. 製品別の製品図に記載されている仕様（寸法・材質・質量）を確認してから作業を始めてください。

製品図の入手は当社営業窓口にお問合せください。

5. 常に最新の取扱説明書をお使いください。最新版は当社のウェブサイトからダウンロードできます。

製造番号

機種名

製造年月
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3. 製品の概要

3‐1）用途
スイベルジョイントは、流体を輸送するための配管を回転させる、あるいは上下・左右・前後の

方向に移動させる必要のあるときに使われます。

3‐2）機種名が示す情報
下図は、各シリーズの機種名が示す情報を表しています。

製品の一覧は、当社のカタログやウェブサイトに掲載されています。

注記 ） 「␣」は空白を示す記号です。機種名は空白を詰めて記載されます。

ご不明な点は、当社の営業窓口にお問い合わせください。

3‐3）使用条件

注記 ） 各シリーズの標準仕様のメインシールはOリング（NBR）です。

各シリーズの使用条件

圧力（MPa） 温度(℃)

10A～40A 34.3

50A～65A 24.5

2 80A 24.5

Oリング
NBR

100SSH
テーパねじ

（Rc）
ステンレス鋼 2 10A～25A 20.6

最大値

2, 3
SRK

テーパねじ
（Rc）

炭素鋼

シリーズ 接続 材質（主要部品） スタイル サイズ
メイン
シール

Oリング
NBR

100
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3‐4）使用上の注意

下記の警告や指示に従って使用してください。

指示

1. 運転は使用条件の範囲内で行ってください。
2. りん酸エステル系作動油、塩素化炭化水素系作動油、有機溶剤、

酸類の場合には、標準のメインシール（NBR）は使えません。
3. 製品を腐食させる流体には使用できません。

4 弾性体シールを使用しているため、製品を連続回転で使用することは
適切ではありません。製品寿命が短くなります。

5. 製品には2個のラジアル玉軸受が組み込まれ、ガタ（あそび）がありませ
ん。シャフトの動きはスイベル方向に限定されています。製品を接続する
ホースや複数の製品を使用する可動パイプラインを導入する際は、ホー
スや可動パイプラインの動きを十分に検討してからスタイルを選定してく
ださい。

警告

1. 可燃性流体が漏れて引火した場合、爆発や火災により、死亡や
大けがなどの人身事故や周辺の設備に損害を与える事故が起こ
る可能性があります。流体によっては、国の法律や地方自治体が
定める規則によって制限を受ける場合があります。

2. 食品加工機械などの設備に製品を使うことはできません。
人体に悪影響があります。
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3‐5）製品の構造と材質

主な構成部品の材質
（標準仕様）

主な構成部品の材質
（標準仕様）

外装に耐熱塗装が施されています。

＊10A, 15Aの製品は給脂式ではありません。ボールベアリングは封入
タイプで、グリースニップルとプラグはありません。

部品名称 材質

シャフト

ボディ
メインシール NBR
バックアップ

リング
PTFE

炭素鋼

部品名称 材質

シャフト

ボディ
メインシール NBR
バックアップ

リング
PTFE

ステンレス鋼

注記 ） 各構成部品の材質は製品図に記されています。
製品図をご希望の方は当社の営業窓口にお問い合わせください。

SRK

SSH
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3‐6）製品の寸法
製品の寸法は、製品図や当社のカタログやウェブサイトに掲載されています。

SRKシリーズの質量 SSHシリーズの質量

3‐7）製品の質量

3‐8）製品のトルク

＊動トルクは製品の保存状態、保管期間、流体の種類により変化します。
＊起動トルクは動トルクよりも大きくなります。リンギング（密着現象）を起こしているとき

の起動トルクはさらに大きくなりますが、異常ではありません。
＊データは社内試験規格に基づいて測定された代表値です。保証値ではありません。

(kg) (kg)

2 3

10A 1.6 1.7

15A 1.6 1.7
20A 3.7 3.9
25A 3.8 4.1
32A 7.0 7.6
40A 7.3 8.0
50A 12.6 13.6
65A 23.0 24.8
80A 28.0 -

サイズ
スタイル

10A

15A
20A
25A

1.4
3.4

3.4

サイズ
スタイル

2

1.4
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4. 運搬と保管

4‐1）運搬
下記の注意や指示に従って運搬してください。

指示
製品を運ぶ際は、衝撃を与えないよう注意してください。落下や衝撃は、製
品の破損（グリースニップルなど）や早期漏れの原因となります。落下や衝
撃を受けた製品は、当社に整備を依頼してください。

4‐2）保管
保管方法を誤ると、製品の破損や早期漏れの原因となります。

下記の指示に従って保管してください。

指示

1. 製品内部にごみが入らないよう、包装した状態で保管してください。
2. 10℃～40℃の乾燥した環境で保管してください。
3. 保管する期間は2年以内としてください。2年を超えて保管した製品は、

当社に整備を依頼してください。
4. 使用後に保管する場合は、製品を洗浄後に、上記の状態で保管して

ください。

5. 取付け

取付け前に製品の調整は必要ありません。

下記の注意や指示に従って取り付けてください。

指示

1. 製品の取付け前に流路のフラッシングを十分に行い、異物を取り除い
てください。流体に異物が混入している場合は、流路にストレーナーを
設置してください。異物は早期漏れの原因となります。

2. 製品に過大なモーメント荷重が加わる配管は止めてください。
早期漏れの原因となります。

3. ねじを締める場合は、サイズに応じた適正なトルクで締めこんでください。
4. 使用開始後に増締めを行ってください。

注意 けが防止のため、製品を取り付ける際は製品重量を考慮してください。
必要に応じてクレーンなどの設備を使って、2人以上で行ってください。

注意
25kg以上の製品を運ぶときは、けが防止のため、適切な運搬装置を
使ってください。



9

6. 取外し

下記の警告や注意に従って、取外しを行ってください。

警告
製品内や配管内に残留した流体による人身事故を防ぐため、製品の
取外しは、製品内や配管内の流体が完全に抜け、温度が常温になっ
てから行ってください。

7. 運転

警告
運転中に流体漏れを確認したときは、直ちに運転を止めてください。
流体漏れを生じたまま運転を継続すると人身事故を伴う重大な事故
の原因となることがあります。

7‐2）運転の休止
運転休止中は以下の指示に従ってください。

7‐1）運転
下記の警告や注意に従って運転を行ってください。

指示
設備のメンテナンスをするときに、製品に手をかけたり、乗ったりしな
いでください。製品の破損や再稼動後に流体漏れが発生することが
あります。

注意
回転中や高温・高圧の流体を通しているときは、けがや火傷
防止のため、製品から十分に離れてください。運転中に、回
転部や高温部に手などで直接触れないでください。

注意 けが防止のため、製品を取り外す際は製品重量を考慮してください。
必要に応じてクレーンなどの設備を使って、2人以上で行ってください。
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8‐2）給脂
ボールベアリング、メインシールへの定期的な給脂（補給）が必要です。

（SSHシリーズ 10A 15A は除く）

給脂は下記の指示に従って行ってください。

指示
1. 接続部や製品から流体漏れがあるかどうか、目視にて確認してください。

漏れを確認したときは、修理するか新品と交換してください。
2. 新品と交換するときは、同じ型式・サイズの製品を取り付けてください。

8. 点検と保守

8‐1）日常の点検

下記の指示に従って点検してください。

指示

1. 排脂口のプラグを外し、グリースニップル（給脂口）からグリースを給脂
してください。新しく補給したグリースが排脂口から出てくるまで給脂して
ください。

2. プラグを外さずに給脂した場合、グリースの圧力によりメインシールが破
損し、流体漏れが発生することがあります。

3. 出荷時に給脂されたグリースを使用してください。グリースの混合
使用は、潤滑効果の低下を招くことがありますので止めてください。

4. 下表の給脂頻度、給脂量を目安にして給脂してください。給脂を怠ると、
グリースの潤滑性能が低下し、ボールベアリングの寿命は短くなります。

＜出荷時に給脂されたグリース＞

SRK/SSHシリーズには、『シェルルブリカンツジャパン㈱ ガダス S2 V125J 1』が給脂されて

います。

SRKシリーズ 給脂量（目安）

給脂頻度（目安）

SSHシリーズ 給脂量（目安）(cm3) (cm3)

流体温度（℃） 給脂頻度

0～60 1年 / 1回

60～100 6か月 / 1回

初回 補給 初回 補給

10A

15A
20A
25A
32A
40A
50A 35 18～21 13 6.5～7.8
65A 42 21～25 27 14～16
80A 49 25～29 36 18～22

サイズ
カバー側 シャフト側

14 7.0～8.4 9 4.5～5.4

5 2.5～3.0 3 1.5～1.8

7 3.5～4.2 5 2.5～3.0

初回 補給 初回 補給

10A - - - -

15A - - - -
20A
25A

サイズ
カバー側 シャフト側

5 2.5～3.0 5 2.5～3.0
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8‐3）消耗品の補修・交換
運転時間の経過とともに、ボールベアリングやメインシールは摩耗します。また、メインシールの

劣化も進み、やがて流体漏れなど不具合が起こります。しかし、摩耗や劣化した部品を補修・交換

すれば製品の再使用が可能です。

補修・部品交換作業は当社にご依頼ください。当社の修理プログラムに沿って対応いたします。

製品によっては、修理する費用よりも新品の購入代金のほうが安い場合があります。作業を依頼

されるときにお問合せください。

＜ご自身で交換作業を行う場合＞

・ 専門知識のある経験者が行ってください。

・ 「A. 付録 消耗品の補修・交換方法」に従って作業を行ってください。

・ 交換部品は当社が提供する純正部品を使用してください。純正部品の入手は当社営業窓口

にお問合せください。

・ 作業により発生した廃棄物は、国の法律や地方自治体の条例や規則に従い、適正に処分し

てください。

（注意）

ご自身で交換作業を行った場合、製品自体の不具合やその製品を使って発生した設備の不具

合や事故およびその結果に当社は責任を持ちません。また、保証期間内であっても製品保証を

受けることができません。
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9. トラブルシューティング

この章では、不具合に対する想定原因とその対策が記されています。

問題が解決しない場合は、当社営業窓口にお問い合わせください。

不具合 原因 対策

メインシールが損傷している。
メインシールが寿命を迎えている。

当社に修理を依頼してください。
もしくは新品と交換してください。

流体に異物が混入している。
製品・配管内を洗浄してください。
ストレーナーを設置してください。

過大なモーメントが作用している。 配管方法を見直してください。

メインシール材質の選択を間違えている。 当社に相談してください。

ボールベアリングが回転しない。 当社に修理を依頼してください。

シールがリンギング（密着現象）をおこしている。
数回回転させ、スムーズに回転することを確
認してから使用してください。

（固形化する）流体が固着している。
使用後に製品内を洗浄し、付着物を取り除
いてください。

寿命が短い。 連続回転あるいは高回転で使用している。
当社に相談してください。（製品選択ミスの
可能性があります。）

流体が漏れている。

シャフトが回転しない。
（起動トルクが大きい）
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10. 廃棄・処分

梱包材や製品を廃棄する場合は、国の法律や地方自治体が定める条例や規則に従い、適正

に処分してください。

11. 製品保証

保証期間内に不具合が発生した場合は、事前に当社または代理店に連絡の上、製品を当社に

返送してください。返送の際は、製品保護のため、梱包には十分注意してください。

製品到着後、当社にて製品の不具合状況を確認させていただきます。製品を構成する部品の

材料または製造方法に起因する不具合であることが判明した場合、当社は無償にて修理または

新品と交換いたします。

1. 保証期間
＜新品＞

当社出荷後（製造年月から）1年6か月間、または取付け後1年間のうち、いずれか早く満了

する期間とします。

＜修理品＞

当社出荷後（製造年月から）6か月間とします。

2. 有償修理になる場合

①保証期間満了後の故障

②使用条件を逸脱した使用による故障

③使用上の誤り（不適切な保管、取付け、配管、運転、保守など）による故障

④流体の汚れ、流体内の異物による故障

⑤納入後の移動、輸送、落下などによる故障

⑥当社サービス員以外の方が分解・修理・改造した製品の故障

⑦お客様が指定する規格または材料を用いて製造した製品の故障

⑧お客様が支給する部品を使用して製造した製品の故障

⑨火災、天災、地変などの災害および不可抗力による故障

3. 責任範囲

当社の責任は、この製品保証規定による修理、交換および運送費用に限られるものとします。

故障に起因して発生した費用および損害は補償いたしません。

4. 適用地域

この製品保証規定は日本国内に設置される製品に適用されます。

日本国外に設置し使用する場合は、当社の営業窓口にご相談ください。

5. 別の取決めがある場合

製品保証について当社と個別に契約し、その個別契約がこの製品保証規定に優先すること

が明示されている場合は、この製品保証規定は適用されません。

6. この製品保証規定は、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

製品保証規定
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技術相談窓口 TEL. 048-728-8321（代）FAX. 048-728-8360

本社・工場 〒362-0811 埼玉県北足立郡伊奈町西小針7-24

TEL. 048-728-9460（代）FAX. 048-728-9461

東京営業所 〒115-0045 東京都北区赤羽2-64-11

TEL. 03-3598-1400（代）FAX. 03-3598-2700

大阪営業所 〒531-0072 大阪府大阪市北区豊崎2-9-7

TEL. 06-6371-8341（代）FAX. 06-6371-6283

名古屋営業所 〒461-0022 愛知県名古屋市東区東大曽根町41-1

TEL. 052-938-8825（代）FAX. 052-938-6423

URL https://www.sgk-p.co.jp
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A. 付録 消耗品の補修・交換方法



排脂口排脂口
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１２
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①シャフト ②ボディ ③カバー ④ボールベアリング ⑤ボールベアリング ⑥座金
⑦ロックナット ⑧メインシール ⑨バックアップリング ⑩ダストシール ⑪グリースニップル
⑫プラグ（六角穴付止ねじ） ⑬六角穴付ボルト ⑭ばね座金

＜分解＞
各部品に傷を付けないように慎重に分解してください。

1） ⑪グリースニップルと⑫プラグ（六角穴付止ねじ）を外してください。

2） ⑬六角穴付ボルトを外し、③カバーを②ボディから外してください。

3） ⑥座金の爪を起こし、⑦ロックナットと⑥座金を外してください。

4） ②ボディを万力などで固定し、②ボディから①シャフトを引き抜いてください。①シャフトから

④ボールベアリングを取り外してください。

5） ②ボディから⑤ボールベアリングを取り外してください。

6） ②ボディから⑧メインシールと⑨バックアップリングを、①シャフトから⑩ダストシールを取り

外してください。

＜点検＞
各部品を洗浄して損傷の有無を確認してください。

1） ①シャフト

⑧メインシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

2） ②ボディ

⑩ダストシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

3） ④⑤ボールベアリング

回転不良、腐食、割れ、欠けなどの損傷がないかを確認してください。

A‐1）SRKシリーズ

〒362-0811 埼玉県北足立郡伊奈町西小針7-24
TEL. 048-728-9460 （代） FAX. 048-728-9461

㈱昭和技研工業
https://www.sgk-p.co.jp
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＜部品の交換＞
1） ⑧メインシール、⑨バックアップリング、⑩ダストシールは状態の良し悪しにかかわらず、

新品と交換してください。

2） 再使用が不可能な部品は、当社純正部品と交換してください。

純正部品の入手は当社営業窓口にお問合せください。

＜組立て＞
各部品に傷を付けないように慎重に組み立ててください。また、Oリングはねじれがないように
取り付けてください。

1） ①シャフトに④ボールベアリングを取り付けてください。

2） ⑩ダストシールにグリースを塗布し、①シャフトの溝に装着してください。

3） ⑧メインシール、⑨バックアップリングにグリースを塗布し、②ボディの溝に装着してください。

4） ⑧メインシールと摺動する①シャフトの外周面、⑩ダストシールと摺動する②ボディの内周面

にグリースを塗布してください。

5） ①シャフトを②ボディに挿入してください。

6） ⑤ボールベアリングを取り付けてください。

7） ①シャフトに⑥座金と⑦ロックナットを取り付け、緩み止めのため⑥座金の爪を曲げてください。

8） ②ボディに③カバーを取り付け、⑬六角穴付ボルトと⑭ばね座金にて固定してください。

このとき、②ボディの排脂口と③カバーの排脂口が同じ向きになるよう取り付けてください。

9） ①シャフトを時計方向、反時計方向に数回回転させ、異常のないこと確認してください。

10） ⑪グリースニップルを取り付け、⑪グリースニップルからグリースを給脂してください。

給脂したグリースが排脂口から出てくるまで給脂してください。

11） 給脂後、⑫プラグ（六角穴付止ねじ）を取り付けてください。

TEL. 03-3598-1400 （東京営業所）
TEL. 052-938-8825 （名古屋営業所）

TEL. 048-728-8321 （技術相談窓口）
TEL. 06-6371-8341 （大阪営業所）
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①シャフト ②ボディ ③カバー ④ボールベアリング ⑤ボールベアリング ⑥メインシール
⑦バックアップリング ⑧ダストシール ⑨ダストシール ⑩六角ボルト ⑪ばね座金

＜分解＞
各部品に傷を付けないように慎重に分解してください。

1） ①シャフトを万力などで固定し、⑩六角ボルトを外してください。

2） ①シャフトから②ボディを引き抜いてください。次に②ボディから③カバーを外してください。

3） ①シャフトから④ボールベアリングを取り外してください。

4） ②ボディから⑤ボールベアリングを取り外してください。

5） ②ボディから⑥メインシールと⑦バックアップリングを、①シャフトから⑧ダストシールを、

③カバーから⑨ダストシールをそれぞれ取り外してください。

＜点検＞
各部品を洗浄して損傷の有無を確認してください。

1） ①シャフト

⑥メインシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

2） ②ボディ

⑧⑨ダストシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

3） ④⑤ボールベアリング

回転不良、腐食、割れ、欠けなどの損傷がないかを確認してください。

A‐2）SSHシリーズ （10A, 15A）

〒362-0811 埼玉県北足立郡伊奈町西小針7-24
TEL. 048-728-9460 （代） FAX. 048-728-9461

㈱昭和技研工業
https://www.sgk-p.co.jp
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＜部品の交換＞
1） ⑥メインシール、⑦バックアップリング、⑧⑨ダストシールは状態の良し悪しにかかわらず、

新品と交換してください。

2） 再使用が不可能な部品は、当社純正部品と交換してください。

純正部品の入手は当社営業窓口にお問合せください。

＜組立て＞
各部品に傷を付けないように慎重に組み立ててください。また、Oリングはねじれがないように

取り付けてください。

1） ①シャフトに④ボールベアリングを取り付けてください。

2） ⑧ダストシールにグリースを塗布し、①シャフトの溝に装着してください。

3） ⑥メインシール、⑦バックアップリングにグリースを塗布し、②ボディの溝に装着してください。

4） ⑥メインシールと摺動する①シャフトの外周面、⑧⑨ダストシールと摺動する②ボディの内周

面にグリースを塗布してください。

5） ①シャフトを②ボディに挿入してください。

6） ⑤ボールベアリングを取り付けてください。

7） ⑨ダストシールにグリースを塗布し、③カバーの溝に装着してください。

8） ①シャフトに③カバーを取り付け、⑩六角ボルトと⑪ばね座金で固定してください。

9） ①シャフトを時計方向、反時計方向に数回回転させ、異常のないことを確認してください。

TEL. 03-3598-1400 （東京営業所）
TEL. 052-938-8825 （名古屋営業所）

TEL. 048-728-8321 （技術相談窓口）
TEL. 06-6371-8341 （大阪営業所）
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①シャフト ②ボディ ③カバー ④ボールベアリング ⑤ボールベアリング ⑥メインシール
⑦バックアップリング ⑧ダストシール ⑨ダストシール ⑩六角穴付ボルト ⑪ばね座金
⑫グリースニップル ⑬プラグ（六角穴付止ねじ）

＜分解＞
各部品に傷を付けないように慎重に分解してください。

1） ⑫グリースニップルと⑬プラグ（六角穴付止ねじ）を外してください。

2） ①シャフトを万力などで固定し、⑩六角穴付ボルトを外してください。

3） ①シャフトから②ボディを引き抜いてください。次に②ボディから③カバーを外してください。

4） ①シャフトから④ボールベアリングを取り外してください。

5） ②ボディから⑤ボールベアリングを取り外してください。

6） ②ボディから⑥メインシールと⑦バックアップリングを、①シャフトから⑧ダストシールを、

③カバーから⑨ダストシールをそれぞれ取り外してください。

A‐3）SSHシリーズ （20A～40A）

〒362-0811 埼玉県北足立郡伊奈町西小針7-24
TEL. 048-728-9460 （代） FAX. 048-728-9461

㈱昭和技研工業
https://www.sgk-p.co.jp
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＜点検＞
各部品を洗浄して損傷の有無を確認してください。

1） ①シャフト

⑥メインシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

2） ②ボディ

⑧⑨ダストシールとの摺動面の摩耗や損傷の状態を確認してください。また、④⑤ボールベア

リングの取付け面も同様に点検してください。

3） ④⑤ボールベアリング

回転不良、腐食、割れ、欠けなどの損傷がないかを確認してください。

＜部品の交換＞
1） ⑥メインシール、⑦バックアップリング、⑧⑨ダストシールは状態の良し悪しにかかわらず、

新品と交換してください。

2） 再使用が不可能な部品は、当社純正部品と交換してください。

純正部品の入手は当社営業窓口にお問合せください。

＜組立て＞
各部品に傷を付けないように慎重に組み立ててください。また、Oリングはねじれがないように

取り付けてください。

1） ①シャフトに④ボールベアリングを取り付けてください。

2） ⑧ダストシールにグリースを塗布し、①シャフトの溝に装着してください。

3） ⑥メインシール、⑦バックアップリングにグリースを塗布し、②ボディの溝に装着してください。

4） ⑥メインシールと摺動する①シャフトの外周面、⑧⑨ダストシールと摺動する②ボディの内周

面にグリースを塗布してください。

5） ①シャフトを②ボディに挿入してください。

6） ⑤ボールベアリングを取り付けてください。

7） ⑨ダストシールにグリースを塗布し、③カバーの溝に装着してください。

8） ①シャフトに③カバーを取り付け、⑩六角穴付ボルトと⑪ばね座金で固定してください。

9） ①シャフトを時計方向、反時計方向に数回回転させ、異常のないことを確認してください。

10） ⑫グリースニップルを取り付け、⑫グリースニップルからグリースを給脂してください。

給脂したグリースが排脂口から出てくるまで給脂してください。

11） 給脂後、⑬プラグ（六角穴付止ねじ）を取り付けてください。

TEL. 03-3598-1400 （東京営業所）
TEL. 052-938-8825 （名古屋営業所）

TEL. 048-728-8321 （技術相談窓口）
TEL. 06-6371-8341 （大阪営業所）


